
 

自民党本部が「都道府県連憲法改正推進 
本部」設置の方針を決定！！ 

憲
法
を
つ
く
る
国
民
の

会
「
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
」
兵
庫
へ
！ 

三
ノ
宮
・
元
町
で
集
会

と
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
活

動
を
開
催
！ 
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熊

本

大

震

災

の

被

災

者

の

方

々

に

心

よ

り

お

見

舞

い

申

し

あ

げ

ま

す 

十
月
三
十
一
日
（
月
）
午
後 

日
本
会
議
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
和
歌
山 

講
演
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
氏 

 

台
風
が
北
上
、

雨
天
必
至
の
予

報
が
幸
い
に
も

外
れ
、
晴
天
の

九
月
四
日
、
兵

庫
に
て
全
国
縦

断
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
を
迎
え
た
。

「
改
憲
の
発
議

を
求
め
る
兵
庫

県
民
集
会
」
で

は
、
衆
議
院
議

員
山
田
賢
司
氏
、

拉
致
被
害
者
有

本
恵
子
さ
ん
の

お
父
様
、
有
本

明
弘
様
ら
に
よ

り
改
憲
の
訴
え

を
頂
い
た
。
ま

た
、
森
脇
保
仁

兵
庫
県
議
・
自

民
党
県
議
団
日
本
会
議

議
連
会
長
よ
り
、
副
会 

長
山
田
氏
、
山
本
幹
事

に
要
望
書
を
手
交
し
た
。

集
会
会
場
の
兵
庫
県
民

会
館
に
は
、
約
七
〇
名

の
参
加
者
が
来
場
。
そ
の

後
、
会
場
か
ら
元
町
神
戸
大
丸

前
ま
で
改
憲
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

大
丸
前
で
は
二
〇
名
以
上
の
街

頭
活
動
、
署
名
活
動
、
チ
ラ
シ
配

布
が
さ
れ
た
。
神
の
ご
加
護
か
、

活
動
終
了
直
後
に
激
し
い
雨
と

な
っ
た
が
、
こ
の
日
の
行
程
す
べ
て

晴
天
に
守
ら
れ
た
。
こ
の
日
は
、

一
日
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
「報
道
特
集
」の
取

材
班
三
名
が
密
着
取
材
、
近
日

中
に
憲
法
改
正
の
活
動
と
し
て

報
道
さ
れ
る
。
果
た
し
て
ど
の
よ

う
に
編
集
放
映
さ
れ
る
の
か
皆

様
も
注
視
し
て
頂
き
た
い
。 

そ
の
二
日
後
の
九
月
六
日
、

自
民
党
本
部
か
ら
全
国
都
道
府

県
支
部
へ
改
憲
推
進
本
部
設
置

の
通
知
が
下
っ
た
。
こ
れ
か
ら
全

国
の
都
道
府
県
連
に
同
推
進
本

部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

党
本
部
が
本
気
で
つ
い
に
動
き

出
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で

あ
る
。
こ
の
流
れ
を
更
に
大
き
く

し
て
ま
す
ま
す
国
民
投
票
に
向

け
て
一
丸
に
進
む
よ
う
、
皆
様
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

（
事
務
局･

市
橋
） 

     

「
学
校
を
救
い
、
子
供
た
ち
を

幸
福
に
す
る
道
徳
教
育
」
と
題

し
て
、
皇
學
館
大
学 

准
教
授 

渡
邊
毅
先
生
か
ら
の
講
演
内

容
は
次
の
通
り
。 

① 

学
校
の
現
状 

 

日
教
組
が
「
子
供
た
ち
を
戦

場
に
送
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い

た
が
今
や
子
供
た
ち
に
と
っ

て
学
校
は
戦
場
で
あ
る
。
校
内

暴
力
が
五
四
〇
〇
〇
件
余
り
。

一
日
平
均
二
七
〇
件
の
暴
力

事
件
（
学
校
教
育
年
間
二
〇
〇

日
換
算
）
が
あ
る
。 

平
成
二

十
六
年
度 

不
登
校
生 

十

七
万
六
〇
〇
〇
件
、
約
三
五
〇

校
に
の
ぼ
る
。
「
自
分
を
だ
め

だ
と
思
う
」
と
い
う
子
供
た
ち

の
自
虐
意
識
が
高
い
。
そ
の
比

率
は
日
本
六
五
、
八
㌫
、
米
国

二
一
、
六
㌫
、
中
国
二
一
、
七

㌫ 

問
題
と
思
わ
れ
る
指
摘

が
的
確
で
あ
る
。 

② 

道
徳
教
育
で
学
校
を
救
う 

 

子
供
た
ち
は
先
生
に
願
う

「
良
い
こ
と
悪
い
こ
と
を
区

別
す
る
力
」
し
っ
か
り
つ
け
て

ほ
し
い
と
。
学
校
で
は
年
間
三

十
五
時
間
の
道
徳
の
時
間
が

他
の
科
目
に
転
用
さ
れ
る
。
が
、 

道
徳
教
育
が
、
結
果
的
に
校

内
暴
力
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。 

③ 

道
徳
心
を
抱
く
と
幸
福
に

な
れ
る 

 

人
間
の
脳
に
「
前
頭
前
野
」

が
あ
り
、
そ
こ
は
教
育
で
育
つ

部
分
。
先
般
事
件
を
起
こ
し
た

若
い
俳
優
は
こ
の
部
分
が
育

っ
て
い
な
い
と
指
摘
。
自
分
の

感
情
を
押
さ
え
る
力
を
育
て

る
。
道
徳
心
を
抱
く
子
供
た
ち

の
学
力
は
現
実
に
向
上
し
て

い
る
。 

江
戸
川
学
園
取
手
中
学
、
高

等
学
校 

平
均
偏
差
値
三
〇

台
を
七
〇
台
に
。
校
長
が
毎
日

八
月
二
十
七
日 

 

〈
中
・
西
播
磨
支
部
総
会
〉 

記
念
講
演 

渡
邉
毅
氏
報
告 

 



日本の息吹兵庫版第百八〇号（平成二十八年十月号） 

 

 

 
二 

十
月
二
十
九
日(
土)

夕
但
馬
地
区
・
三
十

日(

日)

午
後
神
戸
・
本
住
吉
神
社
社
務
所 

多
久
善
郎
氏(

日
本
会
議
熊
本
理
事

長)

「
永
遠
の
武
士
道
」
発
刊
記
念
講
演
会 

 

□８月１５日（月） 姫路護国神社 英霊感謝祭 英霊顕彰の集い  ／ □８月１５日（月）  神戸護国神社 終戦記念
日祭  ／ □８月２４日（水）  摂丹支部勉強会  三田駅前キッピーモール六階会議室  ／ □８月２７日（土） 
中・西播磨支部総会 記念講演 渡邉 毅氏（皇學館大学准教授） 姫路護国神社白鷺宮／□９月 ４日
（日）全国縦断キャラバン隊来兵 街頭活動 三ノ宮そごう 集会 兵庫県民会館 パレード  街頭 元町大丸前  以上終了 
■ ９月１３日（火）19 時  阪神北支部総会・学習会 ピピアめふ５階Ａ会議室 偏向教育 FAX０７９７８５８６０７ 
■ ９月１８日（日）１５時  東播磨支部講演会 西村幸祐氏 「日本人に『憲法』はいらない」 日岡神社参集殿 FAX0794227680 
■ 〔参考〕９月１８日（日）１３時半～ ＪＣ兵庫憲法タウンミーティング  神戸大出光佐三ホール   

ゲスト/百地章氏 ・銀しゃり（お笑い芸人）・吉木誉絵氏 
■１０月２１日（金）１１時～淡路島支部 「全國戰没學徒追悼祭」 若人の広場 ８時半 湊川神社からバス三千円（要申込）０７９９８０５００１ 

■１０月２９日（土）１９時 ［後援］兵庫祖青の会主催「日本の誇りセミナー」 多久善郎氏「永遠の武士道」 但馬地区内会場  
／１０月３０日（日）１４時 ［後援］本住吉神社社務所 同上 ともに参加費千円  申込み 07055082577    
■１０月３１日（月）午後 日本会議近畿ブロック大会 ホテルグランビア和歌山  兵庫から３０名出席予定 
■11 月２日（水）姫路護國神社秋季慰霊大祭、６日（日）神戸護国神社秋季慰霊大祭 
■１１月１３日（日）午後 神戸・改憲タウンミーティング（仮称） 産業振興センター（１００名） 企画中 

一
時
間
程
度
道
徳
講
話
す
る
。

聞
き
漏
ら
し
を
友
達
同
士
確

か
め
る
。
読
書
感
想
を
書
か
せ

る
。
先
生
が
そ
の
感
想
を
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
す
る
。「
夢
を
書
く
」
、

「
夢
を
語
る
」
教
わ
る
。 

④ 

偉
人
伝
の
効
果 

 
 
 
 
 
 

 
 

人
間
育
成
の
た
め
に
は
、
最

も
力
の
あ
る
教
材
と
考
え
る
。

人
物
伝
教
材
。 

引
き
続
き
、
午
後
四
時
三
十

分
か
ら
は
別
会
場
参
集
殿
一

階
に
お
い
て
懇
親
会
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
講
演
者
の
渡
邊 

毅
先
生
を
囲
ん
で
、
会
員
を
中

心
に
来
賓
の
県
議
や
教
育
者
、

弁
護
士
、
経
営
者 

ま
た
遠
方

か
ら
の
参
加
者
ら
約
三
十
名
。

料
理
を
つ
つ
き
、
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
、
立
場
か
ら
の
思
い
、
相
談

ご
と
を
含
ん
だ
闊
達
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。 

な
か
に
は
「
私
な
ど
が
入
ら

せ
て
い
た
だ
く
場
で
は
な
い
」

な
ど
の
意
見
も
聞
か
れ
た
が

「
そ
ん
な
遠
慮
な
ど
不
要
」
と

会
員
た
ち
の
応
対
も
あ
り
、
会

員
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
く
雰
囲
気
を
感
じ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

（
事
務
局 

井
上 

秀
樹
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
 

去
る
七
月
三
〇
日
の
真
夏

日
、
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ

く
る
兵
庫
県
民
の
会
主
催
、
東

播
磨
支
部
設
立
総
会
に
て
、
地

元
西
村
康
稔
・
衆
議
院
議
員
の

挨
拶
の
あ
と
、
明
石
出
身 

不

肖
宮
嶋
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

宮
嶋
茂
樹
氏
、
ご
存
知
ヒ
ゲ
の

隊
長
佐
藤
正
久
・
参
議
院
議
員

が
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
は
決
し
て

放
映
さ
れ
な
い
事
案
を
お
話

し
さ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
日
本
会
議
兵
庫
・
三
木

会
長
の
進
行
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
鼎
談
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
百
名
余
り
が
参

加
。
東
播
磨
支
部
で
は
、
毎
週
、

早
朝
か
ら
主
要
な
各
駅
に
て
、

時
局
に
併
せ
て
文
章
を
差
し

替
え
な
が
ら
、
自
前
の
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
き
た
と
の
こ
と
。

チ
ラ
シ
配
布
活
動
と
今
回
の

企
画
が
奏
を
効
し
て
、
参
加
者

の
多
く
は
、
初
参
加
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
憲
法
改
正
国
民
投
票
に
向

け
て
、
県
下
各
地
で
も
チ
ラ
シ

配
布
活
動
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
な
ど
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。（
小
川
事
務
局
長
談 

 

聞
き
手 

市
橋
） 

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

今
だ
か
ら
こ
そ
学
び
た
い
、

『
永
遠
の
武
士
道-

語
り
伝
え

た
い
日
本
人
の
生
き
方-

』 
 

ご
存
じ
の
多
久
善
郎
氏
が
こ

の
た
び
同
書
の
出
版
を
記
念

し
て
各
地
で
講

演
。
文
芸
評
論
家

小
川
榮
太
郎
氏

か
ら
、
「
武
士
道

を
軸
に
し
た
見

事
な
精
神
の
系

譜
を
活
写
」
と
の

評
が
産
経
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

 

編
集
後
記 

映
画
「
シ
ン
・
ゴ

ジ
ラ
」
を
見
に
行

っ
た
。
今
も
し
日

本
で
緊
急
事
態

が
起
こ
っ
た
ら
、

現
憲
法
下
で
実

際
に
政
府
は
ど

う
動
く
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
、

米
国
の
力
を
頼

み
と
す
る
が
日

本
を
守
る
最
後

の
砦
は
自
衛
隊

だ
と
い
う
こ
と

を
見
事
に
描
き

出
し
た
庵
野
秀

明
監
督
に
拍
手

を
送
る
と
と
も

に
、
ゴ
ジ
ラ
フ
ァ

ン
の
み
な
ら
ず

多
く
の
方
々
に

観
て
頂
き
た
い

映
画
で
あ
る
。
現

実
の
ゴ
ジ
ラ
が

日
本
の
周
り
に

は
存
在
し
て
い
る
。 

 

九

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 

〈
憲
法
を
つ
く
る
会
東
播
磨

支
部
〉
報
告 

改
憲
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ 

西
村
康
稔
・
宮

嶋
茂
樹
・
佐
藤
正
久
各
氏 

   


